
2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

01：感染症及び寄生虫症
182 151 121 128 114 1.1% 0.9% 0.9% 0.9% 0.8% 15.7 13.6 17.9 15.5 13.3

02：新生物
5,926 6,466 5,668 5,393 5,384 34.8% 38.1% 41.2% 39.4% 38.7% 14.5 14.1 13.7 12.9 12.2

03：血液および造血器の疾患ならびに免疫機構の障害
118 113 112 95 101 0.7% 0.7% 0.8% 0.7% 0.7% 22.2 15.1 19.4 15.4 19.6

04：内分泌、栄養および代謝疾患
298 211 177 176 149 1.7% 1.2% 1.3% 1.3% 1.1% 11.8 9.7 9.7 8.6 8.2

05：精神および行動の障害
130 112 76 88 55 0.8% 0.7% 0.6% 0.6% 0.4% 45.2 115.3 37.7 42.2 47.5

06：神経系の疾患
413 363 302 305 266 2.4% 2.1% 2.2% 2.2% 1.9% 14.8 16.3 17.1 17.8 16.6

07：眼および付属器の疾患
1,254 1,297 886 1,006 1,027 7.4% 7.6% 6.4% 7.3% 7.4% 6.6 6.1 6.7 6.2 5.6

08：耳および乳様突起の疾患
100 74 45 48 69 0.6% 0.4% 0.3% 0.4% 0.5% 6.4 5.5 6.0 5.6 5.3

09：循環器系の疾患
1,853 1,859 1,506 1,643 1,786 10.9% 11.0% 11.0% 12.0% 12.8% 12.6 13.4 12.8 11.2 12.2

10：呼吸器系の疾患
525 430 268 322 357 3.1% 2.5% 1.9% 2.4% 2.6% 10.5 11.1 12.6 13.7 12.6

11：消化器系の疾患
1,616 1,520 1,248 1,188 1,154 9.5% 9.0% 9.1% 8.7% 8.3% 8.2 8.2 8.4 8.4 9.3

12：皮膚および皮下組織の疾患
227 197 157 159 156 1.3% 1.2% 1.1% 1.2% 1.1% 15.3 16.2 17.6 15.4 14.6

13：筋骨格系および結合組織の疾患
1,021 948 620 605 660 6.0% 5.6% 4.5% 4.4% 4.7% 20.6 20.7 19.7 20.0 18.5

14：腎尿路生殖器系の疾患
784 790 638 548 539 4.6% 4.7% 4.6% 4.0% 3.9% 8.7 8.8 8.9 8.1 7.1

15：妊娠、分娩および産じょく＜褥＞
345 314 290 306 330 2.0% 1.9% 2.1% 2.2% 2.4% 13.5 12.8 11.7 14.0 12.9

16：周産期に発生した病態
133 96 89 101 126 0.8% 0.6% 0.6% 0.7% 0.9% 20.1 21.4 20.3 18.5 21.8

17：先天奇形、変形および染色体異常
954 895 730 777 817 5.6% 5.3% 5.3% 5.7% 5.9% 14.1 13.2 13.5 15.1 15.3

18：症状、徴候および異常臨床所見・異常検査所見で他に
分類されないもの

128 120 81 102 111 0.8% 0.7% 0.6% 0.7% 0.8% 11.5 9.0 13.2 8.9 12.5

19：損傷、中毒およびその他の外因の影響
836 745 515 556 631 4.9% 4.4% 3.7% 4.1% 4.5% 10.7 10.8 12.0 9.9 8.5

20：傷病および死亡の外因

21：健康状態に影響をおよぼす要因および保健サービス
の利用

209 260 224 149 86 1.2% 1.5% 1.6% 1.1% 0.6% 9.7 9.7 9.9 14.3 8.4

22：特殊目的用コード

合計
17,052 16,961 13,753 13,695 13,918 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 13.0 13.3 12.9 12.3 11.9

※退院サマリーよりデータ抽出

：2018年度をベンチマークとして、20%以上実績が上がった項目 ：2018年度をベンチマークとして、20%以上実績が下がった項目

疾病大分類別退院患者数・構成割合・平均在院日数

退院患者数 退院患者構成割合 平均在院日数

退院患者数は、2018年度と比較して、COVID-19の影響が続き2022年度は3,134人減った。分類別では、「11：消化器系の疾患」「13：筋骨格系および結合組織の疾患」「21：健康状態に影響をおよぼす要因

および保健サービスの利用」等は特に減少した。

退院患者構成割合は、5ヶ年を通して、「02：新生物」が全体の約35%以上を占めている。

平均在院日数は、2018年度と比較して、2022年度は1.0日短くなった。分類別では、「03：血液および造血器の疾患ならびに免疫機構の障害」等が大幅に短縮した。



疾病大分類別退院患者数
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2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

01：感染症、寄生虫症

02：新生物

03：血液、造血器疾患、免疫機構障害

04：内分泌、栄養、代謝疾患

05：精神、行動障害

06：神経系の疾患

07：眼、付属器の疾患

08：耳、乳様突起の疾患

09：循環器系の疾患

10：呼吸器系の疾患

11：消化器系の疾患

12：皮膚、皮下組織の疾患

13：筋骨格系、結合組織の疾患

14：腎尿路生殖器系の疾患

15：妊娠、分娩、産じょく

16：周産期に発生した病態

17：先天奇形、変形、染色体異常

18：症状等で他に分類されないもの

19：損傷、中毒、その他の外因の影響

20：傷病および、死亡の外因

21：健康状態に影響をおよぼす要因等

13,695人 13,918人13,753人

17,052人 16,961人


